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Prenominal phrasal adjectiveの構造

一一「名詞十分詞」の場合一一
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Prenominal phrasal adjectiveの構造

一一「名詞+分詞」の場合一一

英語学講座

碁 西 清 蔵

(英文題

The strucuve of prenominal phrasal adjective. 

一一一‘noun+ participle'一一ー

小稿の目的は prenominalphrasal adjectiveのうち「名詞+分詞」の

形をもつものの構造を調べることであるが，つぎの順序にしたがって論

を進めることにする。

1. 1"名詞+分詞」のタイプ

2. 変形生成文法にそって各タイプの規則化

3. 1"名詞十分詞」の前置の条件

4. 残る問題とまとめ

1.1. まず「名詞十現在分詞」の形をもつものから見ていく。

( 1) a. hair-raising stunts 

b. stunts which raise your hair (タイプA)
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北大文学部紀要

(1)， (2)の例を比較すると，

① (b)の修飾節の動詞が (a)では現在分詞であり，

②その動詞のあとの名詞は(限定詞があればそれを失って一一これ

は「名詞+分詞」のすべての「名詞」にあてはまるー一一)(a)で

は現在分詞の前におかれるO

という点では共通であるO しかし，

①動詞が(1)では他動詞，

② (2)では自動詞で， (2 b)にある前置詞が (2a)では現れな

，
 

、、lv

という点で明白に区別されるものである。

( 3) the sea-going ship 

( 4) the law-abiding people 

も同じタイプに属するものであるo i名詞+現在分詞」にはこの二つの

タイプしカ込なし、。

つぎに「名詞+過去分詞」の例。

( fi) a. a country-bred boy 

b. a boy who was bred in the country 

( 6) a. the moth-eaten cloth 

b. the c10th that is eaten by a moth 

( 7 ) a. the machine-made dress 

b. the dress that is made by machine 

(タイプC)

これらはつぎの点で共通の性質をもっ。
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Prenominal phrasal adiectiveの構造

① (a)のhead-nounは (b)では他動調の目的語であり，

② (b)では前置詞の目的語となっている「名詞」が (a)では「分

詞」の前にある，

③ (b)の前置詞 (r手段J，r場所J，r行者」などを表わす)(Zand-

voort， 1960， p. 284))は (a)では現われない。

さらに，

( 8) a. duty-paid articles 

b. articles on which customs or 

excise duty has been paid (タイプD)

をみると，これは，

① (b)で関係代名詞の前に前置詞をもっ，

②「名調+分詞」の「名詞」が「分調」となっている動詞 payの

目的語である，

という点で他の例から区別されるO

t土，

( 9) a. dog-tired creatures 

b. creatures w hich are as tired as a dog 

(after a long chase) (タイプE)

①「分詞|がほとんど形容詞化している，

②「名詞Jdogが「程度」を示す語にすぎない (cf.dog-weary， 

knee-deep) 

という点でそれぞれ特徴的である。
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(10) a. a swan-necked umbrel1a 

b. an umbrel1a which has a swan-neck 

c. an umbrel1a with a swan-neck 〔タイプF)

これはごく一般的なもので，

①この -edは‘possessedof' (C. O. D)を意味し， il名詞+名調』

をもった」とみるべきものである。いわゆる擬似過去分詞といえ

る。

②したがって (b)，(c)のように‘whichhas，'‘with'で表わせ

る。

以上が「名詞+分詞」の形をもっ prenominalphrasal adjectiveの

すべてのタイプである。これらはそれぞれについてあげた点で明確に性

質の違いを示しており，筆者の集めた 700近い例はすべて陵味さなくこ

れらのいずれかに分類することができるO

しかしこの「名詞+分詞」を head-wor.dとの関係でみると問題は急

に複雑になる。たとえば，

(11) a. English-speaking peoples は

b. peoples who speak English 

の関係がなりたつので，

(12) (=(1.a)) hair-raising stunts 

と同様に扱うことができるが，

(13) English-speaking tide 
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Prenemina! phrasa! adjectiveの模造

(14) Frenむh-speakingregion 

はそうはいかない。また，

く15) ( (9. a)) duty-paid articles 

(16) duty-paid stor昔話

では duty-paidが治ad-word，'articles，'‘話tores'に対する意味関需

がまったく違う。

く17) a. (皿(2.a))the church-going p母ople

(18) a. the church-going bell 

を比較すると， (17 a)， (18 a)はそれぞれ，

(17) b. (=(2. b))th合 peoplewho go to church 

(18) b. the bell for going to church 

となり (18a)はかしろ

(19) a. gun powd紅

b. powd号rfor guns 

の関係に等しいものである。

このように f名詩十分詞」と head-wordとの関保守どすべて，修飾語

と herd-wordの爵係…般に置きかえてしまうと問題は綾雑になりすぎi

小摘の範囲をこえるので，ここでは， (13)， (14)， (16)等の関保のも

のは一応除き~r名詞十分詞jと head-wordの関係が(1)からな0)
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までの centralな場合に限ることにする。

1.2. 例が少いタイプもあり，また最終的には「名調十形容詞J，r形容

詞十分詞J，r副詞十分詞」などの場合との関連で扱われなければいけな

いので，ここで一般化をいそぐことは意味が少し、かも知れないが便宜上

それぞれのタイプを一般的な形に記号化してみる。(限定詞のない例も

限定詞がつきうる場合を考慮して( )を付しておく〉。

A. hair-raising stunts 

(Dj) Nj-Ving N2=(Dj) N2 R V (D2) N， 

B. the church-going people 

(Dj) Nj-Ving N2=(Dj) N2R V P (D2) Nj 

C. the moth-eaten c10th 

(Dj) Nj-Ven N2=(Dj) N2 R be Ven P (D2) Nj 

D. duty-paid articles 

(Dj) Nj-Ven N2=(Dj) N2 P R (D2) Nj be Ven 

E. dog-tired creatures 

(Dj) Nj-Ven N2=(Dj) N2 R be Adv (=as) 

Ven C (=as) (D2) Nj 

F. a swan-necked umbrella 

(Dj) Nj-N2 en N3=(Dj) N3 R V (=have (D2) Nj-N2 

= (Dj) N3 P (=with) (D2) Nj -N2 

(D:限定詞， N 名詞， V:動調 P 前置詞， Adv:副詞， C 接
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Prenominal phrasal adjective 

読乳 -ing: -en:逸去分詞形態素〉。

2陪 上でみたような (a)と (b)，(c)， との関連性はどう体系的に説

明すべきものであろうか。〈心， (b)，くのはそれぞれ変形体の関係にあ

る，とだけすることもできょうが，さらに変形生文法のやり方にしたが

って互の関係を説明することもできるO 前壁詞の出没はそれ自身興味漂

い扱いができるであろう O ここでは標機的な変形金或文法にしたがって

ら〉から (a)を導き泌すという方法で説拐してみることにしたし壱。

久1. :il:ず各タイブの代表的な例はそれぞれの (b)が示すように概略

つぎのよう もっていると考えられるO

A. hair…raising stunts 

------¥¥S 

i /(¥ 
st立nts stunts raise your hair 

B. church-going people 

~\\ 

L ¥ 
people people go to church 
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c. the moth-eaten cloth 

NP 

N
I
l
I
 

D
I
-
-
the cloth a moth ate the cloth 

D. duty-paid articles 

NP 

~\\、一
articIes they have paid duty on the articIes 

E. dog-tired creatures 

NP 

//¥下¥¥
creatures creatures are as tirp.d as a dog 

F.' a swan-necked umbrella 

NP 

D
1
1
2
1
 

//¥¥¥九

an umbrella an umbrella has a swan-neck 
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Prenominal phrasal adjectiveの構造

ここから各タイプの例を導きだすために必要な変形規則は，

T-1. NPに支配されている文 Sを関係節化する(関係節化変

形)，

T-2. 埋めこまれた文 Sを必要に応じて受動態にする(受動化

変形)，

T-'3. 埋めこまれた文 Sが単純時制のときは拡充時制に変える，

T-4. 関係代名詞とそのあとの be動詞を含む部分の消去 (whiz

消去変形)， 

T-5. 消去のあと残った「分詞J，r名詞J(r名詞」に限定詞，

前置詞があればそれらを消去し)r名詞+分詞」の順にし

(hyphenでつなぎ)head-wordの前に移行する。

でなければならなL、。

これらの必要な変形規則のうち T-1，T-2は一般的なもので問題

はない。 T-2はここでは bc動詞と過去分詞を導きだすものであるO

T-3はかなり ad-hocな性格のもので，これは bc動詞と現在分詞を

引きだすための全く操作上の単なる手続き (Eschlimanet al.， 1968， p. 

41)にすぎないが，全体の説明上是非とも必要なものである(これはT

-5と重要な関連をもっているので更に後に問題にする)0 T-4で消

去されるのは関係代名調 be動詞ばかりでは例もあるのできれいな一

般化は無理で，つぎに見るように個別的に規則だてるしかない。

それぞれのタイプの派生過程を，すでにあげたような関連性に従い，

T-1~T-5 を使って必要な規則をかきだせば次のようになる。

A. stunts [stunts raise your hair J 

=> hair-raising stunts 

-101-



(Dj) N1 [(D1)‘N1 V (D2) NzJ 

(Dj) N1叉 V (Dz) Nz 

ご-う (DaNl R be Ving (Dz) Nz 

くD1) N1 Ving (D2) Nz 

(D1) NcVing N1 

B. peopl栓 [peoplego to churchJ 

ェ>church-going people 

(D1) N1 [(D1) N1 V P (D2) 

(D1) N1 R V P (D2) Nz 

=> (D1) N1 R be Ving P (D2) Nz 
=> (Dl) N1 Ving P (Dz) Nz 
(D1) Nz-Ving N1 

C. the cloth [a moth註tethe clothJ 

=> the moth-eaten cloth 

(D1) N1 [(D2) N2 V (Da Nj) 

(D1) N1 R (D2)Nz V 

(D1) N1 R be Ven P (D2) Nz 

-> (D1) N1 Ven P (D2) N2 
(D1) Ven N1 

D. artic1es [they have p品idduty on th桂昌rticlesJ

duty-paid articl問

くD1) N1 [(D2) Nz V (Da) Na P (P1) N1) 

一102-
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Prenominal phrasal adjective 

くDJNj Pj R (Dz) Nz V (Ds) Ns 

(Dj) R (Ds) Nsbe Ven Pz (D2) N2 

(DJ Ns-Ven N1 

E. c開設tures[cr母at江主es註reas tired 部品 dogJ

dog-tired creatures 

T~l 

T-3 

T-4~5 

(D1) Nl be Adv. (=as) Ven C as) (Dβ Nz 

=> (Dj) N1 R be Adv. Ven C (DρN2 T~l 

(Dt) Nj Adv Ven C (Dz) N2 T-2 

(Dj) N2-Ven Nj T-5 

F. an umbrella [an umbrella has a swan'-neckJ 

=ニ〉乱 swan-neckedunbrella 

(Dj) Nj [(DJ Nj V ( have) (D2 Nz-NsJ 

(Dj) N1 R V (D2) N2-Na 

〈エニ>(Dj) Nj P (忽~with) (Dz) NcNa) 

=> (D1)丸一Naen N1 

これが埋めこまれた文 Sから「名詞十分詞」

T-l 

T--5 

だす規則のすべて

であるOこれらのうち hair-raisingのようなどく一般的な{防法鏑則的

にとりるげられることもおるが， {，也も含めて exhaustiveに扱われたこ

とはないようである O やや体系的に扱われているのは L斡 s(1968) 

の，

(ln忍十Vi 、
くす83)X-N十NO-(prev)Iln夜十VtnやNoml((Adva)Adj+Ly)-Y 

lEnムトVtnートby ) 

-103国



(lng-トVi '1 

→X…(prev) ((Adva) Adj十Ly)INon-トlng+VtnlN十NO~トY
~Nom十Eo十Vtn.'

ろう O しかしこれで設えるのは，われわれの

( 1 a) hair-raising stunts 

( 6 a) the moth-eaten doth 

だけである。

( 8 a) duty-paid particl偲

(9吟 dog-tiredcreatwr部

のような特殊な鍔はともかく，

(2荘) the church-going p君。ple

にするためには

N十NO[1ng十Vi+ P(reposition)十NomJ…

きど加えて， (T83)の

[lng-トVi]は[lng+Vi (今P+Nom)J

としな汁ればならなし、また

( 5 a) a country-bred boy 

104 



Prenominal phrasal adjective 

のためには (T部〉の

N十Nol:~ 十 Vtn均+Nom] 

の byを P(reposition)と一般fとするなどかなどかなりの修正が必

である。

3. r名詞+ だす鋭則のうちでもここ なのはす

-4， T-5であるo T-4について試すでにふれたのでさておし、て，

Tーらの「分制jを恥ad-wordに前寵する規鎚の適用について法考識

すべき重要な点がこつある。

3.1. まず，…般に「分認Jの欝置が意味の速いを記ここしてしまう場

合があるC

(21) These difficulties overcome makes the rest easy. 

のように Nexusがそのようにがそのまま

置を許さない場合は別にしても，

(22) a many times exploded加 or

(23) an unhea主dof crime 

なっていて， の前

のように仮りに能量まされても強勢との関認で記述的なもの〈田(22))，

分類的なものく=(23))などのようにごく一般の形容鍔の用法とかわら

ないものがある。また，
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(24) Boys neglected were boys lost. 

では故意に前置しないことによって文体的な効果を求めようとする

くCurme， 1935， p. 65)場合などもあるO しかし，

(25) a. a man shot 

b. a man who has just been shot 

では shotは動調的力(force)もなお顕著であり同格的に後置されて

いるO この例は (b)の‘hasjust been shot >でも明白なように， rあ

る一定時の状態」をのべたものであるが，これは，

(26) The nun singing is popular. 

(27) The singing nun is popular. 

において， (26)のように「分詞」が後置されたときには「一時的な状

態J(' a momentary state ワ， (27)のように前置されたときには， r基

本的な属性J(' a basic attributeうをあらわす (Malstrom& Weaver， 

1973， pp. 188-190; Allan， 1973; Bolinger， 1972; Ouirk & Green-

baum， 1973， pp. 396-398)点で違うということに明らかに通じるもの

である。

「分詞」が後置されるときには「一時的な状態J，前置されるときに

は「基本的な属性」を表わす，というのは， Nexusは動きのある‘pro-

cessーを表わすが Junctionは動きのない‘picture>である(Jesper-

sen， 1955， p. 116; 1956. p. 9のためであることは明白である。この

違いが固定的になっていると思われるのが，たとえば，

(28) The problem involved is basically simple.に対する

-106-



Prenominal phrasal adjectiveの構造

(29) an involved argument. 

である。 (28)のように分詞が後置された場合には， rいまここでかかわ

っている('which is invo1ved in the matter under consideration う

(Christophersen & Sandved， 1971， p. 129)という意味だが， (29)のよ

うに前置されると時間とかかわらない‘comp1ex，confused' という特

定の意味に限定され，はっきり一個の形容詞として扱われるようにな

る。

(30) the origina1 meaning of the actva1 word used is 10st. 

(31) used cars. 

の usedについても全く同様である。

すなわち， Nexus関係にあるために前置することができない場合(=

(21))，表層的，文体的な意味の違いを起こす場合 (22)，(23)， (24))， 

を別にすれば， r分調」を head-wordの前に移行するについては次の

ような条件が要ることになる。

(32.1) r分詞」が一時的な状態、ではなく，基本的・一般的な属性

を表わす場合には head-wordの前に移行する。

(32.2) ‘invo1ved，“used ・のような例では，それぞれ‘comp1ex，

‘confused，一secondhand'のような特定の限定された意味

の場合に head-wordの前に移行する。

もちろん，‘comp1ex，confused， '‘secondhand 'は一時的というより

はむしろ時間とはかかわらない属性と考えて (32.2)を (32.1)に含め

てしまうことは不合理ではないので，以後 (32.1)， (32.2)を一緒にし

て (32)とすることにする。
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(32) は意味に関することであるがこれを統語論の中に位置づける

には V の範鴎を「基本的な属性を表わすもの」 く+basic>，又はく-

temporary>と「一時的な性賀を表わすものく-bosic>，又はく+tempo-

rary> という特徴をもつものに分類し，前者の特徴をもっ動詞の場合に

のみ，その動詞から生じる分詞を前置する変形が義務的になされること

にすればよL、。

この条件は「分詞」に限らず head-wordに対する修飾語の前置につ

いて広くあてはまると考えられる (Bolinger，1972; Allan， 1973; Quirk 

& Greenbaum， 1973， pp. 396-398)。しかし「現在分詞」の前置に限っ

て言えば，この (32)はもう少し具体的な形で表わすことができる。い

ま，

(33) The nun is singing. 

(34) The nun sings. 

において (33)が一時的な状態， (34)が一般的な属性をあらわす (Mal-

strom & Weaver， 1973， pp. 188-190)とすれば，すで、にあげ子こ

(35)( = (26)) The nun singing is popular. 

(36)( = (27)) The singing nun is popular. 

の基底にはそれぞれ，

(37) The nun [ the nun is singingJ is popular. 

(38) The nun [ the nun singsJ is populer. 

があると考えられる。ところが be動詞，現在分詞を引きだすための全

く操作上の単なる手続きとして必要とされた規則 T-3，すなわち埋め

こまれた文 Sの単純時制を拡充時制にする規則を (38)に適用すると

-，108-



Prenominal phrasal adjectiveの構造

結果的に (37)，(38)はともに

(39) The nun who is singing is popular. 

となり (37)， (38) (または (35)， (36))の区別ができなくなってしま

う。つまり単なる操作上の必要からとはいえ，単純時制を拡充時制に変

える変形には「分詞」が「一時的な状態J，r基本的な属性」のどちらを

表わすのか，という区別を無視してしまう「強すぎる一般化」があった

のである。したがって， (35) (=(26))， (36) (=(27))の違いを明確に

保つには T-3によって生じた「分詞」の前置に限り (32)を

(40) 埋めこまれた文 Sの時制が単純時制である場合は，それを

拡充時制にした結果生ず、る「現在分詞」を head-wordに前置

できる，

とすることができる。これで「一般的な状態」を表わす例は，

(41) (=(37)) The nun [the nun is singingJ is popular. 

ニ>(39) The nun who is singing is popular. T-l 

=> ((35=(26)) The nun singing is popular. T-4 

のように変形がおわる。

また「基本的な属性」を表わす例は，

(42) (=(38)) The nun [the nun singsJ is popular. 

=> The nun who sings is popular. T-l 

=> (39) The nun who is singing is popular. T-3 
ニ>The nun singing is popular T-4 

=> (27) The singing nun is popular T-5 
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まで変形が適用され，二者の違いを示すことができる。 Adj(ective) N 

(oun)と N(oun)Adj(ective)では，前者が一般的，後者が一時的な

性質を表わすという違いがあるのにともに N.is Adj.から変形によっ

て導き出される， とするのには問題がある (Bolinger，1967)とする疑

問は，われわれの場合に関する限り今みたような方法によって解消する

ことができるO

3.2. 一般に「分詞」は条件 (32)(あるいは現在分詞については

(40))を満足させる限り前置できることになるが，ここでさらに考慮す

べき点がある。たとえば，

(43) a. the man who was ki11ed 

=) b. the man kil1ed 

は許されるが，これが

ニ)* c. the kil1ed man 

T-4 

T-5 

はできなし、。しかし‘core・になっている‘kil1'の意味がもう少し

‘e1aborate'にされて

(44) the murdered (drowned， stabbed， e1ectrocuted， decapitated， 

slaughtered， etc.) man. 

tまで、きる (Barkai，1972). 

ここで興味ぶかいのは‘core になっている‘kil1'の意味が‘e1abo-

rate'にされるとき，それがたとえば‘murder'のように一語になって

表現されてる必要はなく，
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(45) the brutally kil1ed man. 

のように別個の修飾語として付加されていてもよい (Sussex，1972) と

いうことである。 Ljung(1976)は asided boxが許されないのは box

は本来 sideをもっているものであり， これでは何の新しい情報も与え

られないからであるo a many-sided boxのように sideを更に限定す

る語が来れば許されるのは，これで新しいことが伝えられるという，

• pragmatic'なものである，とのべていることとも共通するO つまり

「分詞」の前置に関するいま一つの条件は，

(46) I分詞」の意味が何らかのかたちで elaborateにされている

時にのみその「分詞」は head-wordに前置できるO

ということになるO

ところで， Friesは thedark green houseについて， darkは green

を修飾するがそれは darkが greenの前にあるという‘thepressure of 

word order pattern' (1964， p. 200， pp. 203-204)のためだといってい

る。われわれが「名詞十分詞」としてみてきたこの「名詞」はまさに

dogtired， machine-made， ocean-goingなどに典型的に見られるように

程度，手段，場所などを表わし，あとの「分詞」の意味を elaborateにす

る働きをしているにほかならない。 Potter(1971)は‘air-minded'の

alrについて‘prefixedwith the function of adverb'とL、っているが

「名詞+分詞」の「名詞」は埋めこみ文のときにもつ限定詞，複数形態素，

(前置詞があればそれも含めて〉をなくした形 (Bradley，1975， p. 93) 

になり名実ともに「分詞」に対する修飾語にふさわしくなるO 多少議論

はあれ「名詞+分詞J+ head-wordは Junctionをなしており E十五

+1 という rankをつくっていると考えるべきであろう。段階的に意

味が特殊化されている(‘…reachesfarther in specialization 勺(Jesper-
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sen， 1955， p. 108)といえるからである。 ここにも「名詞+分詞」を導

きだす変形規則は adog which runs fast. ニ>a fast-running dog 

に見られる規則と本質的には何らかわらない一般性をもつものであるこ

とがうかがえる。

以上のように「分詞」の前置については，

①「分詞」の意味が「基本的な属性」を表わすものであるかどうか

( =32)) 

②「分調」の意味が‘elaborate'なものであるかどうか(=(46)) 

を考慮しなければならないが， 1名詞+分調」の「名詞」はまさに②を

満足させるものであるから， T-5の「分詞」前置の規則は，①がすで

に述べたような方法で位置づけられている限り常に適用できることにな

る。

4. おわりに「名詞十分詞」を導きだすことに関連するいくつかの残

る問題を整理してみたい。

すで、に見たように「名詞+分詞」の「名詞」は何らかの方法で「分

詞」の意味を修飾していると考えられるが，この「分詞」には，実は，

さまざまな性質のものがあり他の品詞とのかかわりを無視するわけには

いかなし、。たとえばdog-tired，air-mindedの tired，miridedは普通形

容詞として扱われているものである。当然 dog-tiredは dog-wearyと

の関係， duty-paidは duty-freeとの関係を考慮しないわけにはいかな

し、。

church-going peopleと church-goingbell ~こおける church-going

の扱い方のちがし、の問題もいずれ他の例との関係の中で説明されなくて

はいけないものであろう。

もう一つの大きな問題は，前置される「分詞」の「‘core'の意味が

‘e1aborate'になる1ということについてであるO ‘core'を一応‘ham開

mer'における‘drive"‘saw'における‘cut'など‘theverbal sense 
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that is basic to their (=verbs) meaning' (Langendoen， 1970， p.83) 

としても，この‘core'の意味が‘elaborate'になるとき，その程度は

問題にならないであろうか0'core'とされているものが実は別の‘core'

の‘e1aborate'にされたものであるような場合が考えられはしないだろ

うか。

さらに‘e1aborate'についてO 本来それだけでは attributiveとしては

使えないはずの語が，修飾語がついて意味が限定されると，つまり意味

が‘e1aborate'にされれば，

(49) the hαlf-asleeρchildren， a somewhat afraid soldier， a 

really alive student (Quirk & Greenbaum， 1973， p. 137. n.) 

のように前置できる，ということとはあるとすれば一体どんな関係があ

るのであろうか。

このように，関連して考えなければいけないことは多いが，さしあた

って「名詞十分詞」に限ってそのタイプとそれに必要な規則(一般的な

ものは省く〉をかきだすとつぎのようになるO

A. hair-raising (stunts) 

s. D. (D1) N1 Rbe Ving (Dz) Nz 
12345  6 

s. C. 1 2 3 4 5 6 ( > 1 2 4 5 6 ) 
=> 164 2 

heart (or soul)-stirring， ear-spliting， 

f1ower-bearing， mouth-fi11ing， world-

shaking， truth-telling， meaning-

preservlng， 
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B. church-going (people) 

s. D. (D1) N1えと Vingp (D2) N2 
1 234567  

s. C. 1 2 3 4 5 6 7 (ニ>(124567)

二> 1 7 4 2 

ocean-going， law-abiding， sea-going， 

theatre-going， night-faring， . 

C. moth-eaten (cloth) 

s. D. (D1) N1 Rと乙Venp (D2) N2 

1 234567  

s. C. 1 2 3 4 5 6 7 (=> 1 2 4 5 6 7) 
二> 1 742 

country-bred， machine (or hand)-made， 

book-learned， custom-built， wind-swept， 

nose-led， Moscow-sponsored， famine 

(or owe， terror )-stricken， Cambridge-

educated， self-addressed， self-centered， 

phonology-focused， grass-covered， • 

D. duty-paid (articles) 

s. D. (D1) N1 P R (D2) N2 be Ven 
12345678  

s. C. 1 2 3 4 5 6 7 8 => 1 5 7 2 
all expense paid (cf. crest-fallen， heart-broken). 
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E. dog-tired (creatures) 

s. D. (D1) N1 R be Adv. (=as) Ven C.( =as) (D2) N2 
1 2 3 4 5 6 

s. C. 1 2 3 -4 5 6 7 8 (二> 1245678) 

ニ> 1 8 5 2 

F. swan-necked (umbrel1as) 

s. D. (D1) N1 R V (= have) (D2) N2 
1 2 3 4 5 6 

s. C. 1 2 3 4 5 6 => 1 6 en 2 

monkey-faced， ]anus-faced， 

lion-hearted， iron-hearted， •.• 

notes 

7 8 

(1) ここに使う例はすべて実際に集めたものであり (b)以下は (a)のノミラフレーズ

である。もちろん知的意味がおなじものであり，表層的，文体的な意味の違いは含

めない。

(2) この‘ neck，は動詞としての‘ hug，embrace' (C. o. D.)の意味をもって

いない。

(3) Fillmore (1969)は‘ have'を‘bewith'から導き出しているが，それに

従えば，

~o) d. an umbrella which is with a swan-neckとも出来てあとで消去する時

に都合がよい。

(4) Katz J. J. & J. A. Fodor， 1964， p. 489. 

(5) Quirk. R. & S. Greenbaum， 1973， p.121.“-… in that old man， old in 

central adjective...…and we can relate that old man is oZd." 

fdesiredl 
(6) a. ネthethings which are {liked } by most people are worthless. 

Iwantedl 

r desiredl 
b. The things) liked } by most people are worthless. 

Iwantedl 
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‘whiz'消去が‘ reductionof emphasis，"‘ a matter of euphony' とする

(Jacob， 1973， p. 94)など文体的なことは考慮にいれない。

(7) “the hyphen is…the subject of much controversy …and agreement 

on a set of rules seem to be unreachable." (Onions， 1965， p. 43) 

(紛‘ murder' ニ‘kill in a manner which is intentional or premedi-

tated. 'もちろん‘ elaborate'自体についても問題がのこる。ただ，前置すると意

味が，一般的民基本的な属性を表わすことになるので，分類的 (classifying)であ

るためにはできるだけ意味が限定されていることは必要であろう。

(9) この聞のことは生成意味論の立場からみるときわめて興味ぶかい点である。

M) Quirk & Rosenbaum (1973， p. 398)は‘ adverbiallymodified' の場合

は前置できるとして anewly-born childなどをあげている。
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